
○
個
人
情
報
保
護
委
員
会
告
示
第

号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（

平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
五
号）

の
一
部
の
施
行
に
伴
い

及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

、

き

特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（

事
業
者
編）

（

平
成
二
十
六
年
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

、
会
告
示
第
五
号）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る。

、

平
成
二
十
九
年

月

日

個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長

堀
部

政
男

「
第

３
－

７
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

で
な

い
個

人
番

号
取

扱
事

業
者

に
お

け
る

特
定

個
人

情
報

の
取

扱
い

目
次
中

を
「

第
３

－
８

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

第
３

－
７

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

に
改

め
る

。
「

生
存

す
る

当
す

る
も

一
当

該

1
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、
図

画
若

方
式

そ
の

い
う

。
個

「
作

ら
れ

る
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
、

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
載

さ
れ

、
、

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
い

て
表

さ
で

き
る

も
の

（
他

の
情

報
と

容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

、
そ

れ
に

よ

第
２
の
表
項
番
①
中

を

下
同

じ
。

り
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

な
る

も
の

を
含

む
。

の
情

報
と

）
を

い
う

。
識

別
す

る
【

番
号

法
第

２
条

第
３

項
、

個
人

情
報

保
護

法
第

２
条

第
１

項
】

」
二

個
人

【
番

号
法

※
生

存

2



人
情

報
保

護
に

関
す

情
報

保
護

個
人

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

の
を

い
う

。

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
、

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
（

文
書

し
く

は
電

磁
的

記
録

（
電

磁
的

方
式

（
電

子
的

方
式

、
磁

気
的

他
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
は

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
方

式
を

人
情

報
保

護
法

第
２

条
第

２
項

第
２

号
に

お
い

て
同

じ
。

）
で

記
録

を
い

う
。

同
法

第
1
8
条

第
２

項
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

記

若
し

く
は

記
録

さ
れ

、
又

は
音

声
、

動
作

そ
の

他
の

方
法

を
用

れ
た

一
切

の
事

項
（

個
人

識
別

符
号

を
除

く
。

）
を

い
う

。
以

）
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

（
他

に
改
め

同
表
項
番
②
及
び
項
番
③
中「

第
5
1
条

」

を「
、

3



容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

、
そ

れ
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
を

含
む

。
）

識
別

符
号

が
含

ま
れ

る
も

の

第
２

条
第

３
項

、
個

人
情

報
保

護
法

第
２

条
第

１
項

】

す
る

個
人

の
個

人
番

号
は

、
個

人
識

別
符

号
に

該
当

す
る

（
個

護
法

第
２

条
第

１
項

第
２

号
及

び
第

２
項

、
「

個
人

情
報

の
保

る
法

律
施

行
令

」
（

平
成

1
5
年

政
令

第
5
0
7
号

。
以

下
「

個
人

法
施

行
令

」
と

い
う

。
）

第
１

条
第

６
号

）
。

」
第

4
8
条

」

に
改
め

同
表
項
番
③
中「

番
号

法
第

１
条

参
照

」

を「
個

人
情

報
保

護
法

第
２

条
第

１
項

第
２

号
、

番
号

法
第

２

、

条
第

８
項

」

に
改
め

同
表
項
番
④
中「

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

施
行

令
」

（
平

成
1
5
年

政
令

第
5
0
7
号

。
以

下

、

「
個

人
情

報
保

護
法

施
行

令
」

と
い

う
。

）
」

を「
個

人
情

報
保

護
法

施
行

令
」

に

「
第

２
条

第
２

項
」

を「
第

２
条

第
４

、

項
」

に

「
第

１
条

」

を「
第

３
条

」

に
改
め

同
表
項
番
⑦
中「

第
２

条
第

４
項

」

を「
第

２
条

第
６

項
」

に
改
め

同
表

、

、

、

4



項
番
⑧
中「

第
２

条
第

５
項

」

を「
第

２
条

第
７

項
」

に

「
第

３
条

、
第

４
条

」

を「
第

４
条

、
第

５
条

」

に
改
め

同
表

、

、

項
番
⑨
中「

情
報

提
供

者
」

の
右
に「

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

者
及

び
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
者

」

を

「
第

1
9
条

、

第
７

号
」

の
右
に「

又
は

第
８

号
」

を

「
第

2
3
条

」

の
右
に「
、

第
2
6
条

」

を
加
え

同
表
項
番
⑭
中「

で
あ

っ
て

、
個

人

、

、

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
を

構
成

す
る

個
人

情
報

に
よ

っ
て

識
別

さ
れ

る
特

定
の

個
人

の
数

（
個

人
情

報
保

護
法

施
行

令
で

定
め

る
者

を
除

く
。

）
の

合
計

が
過

去
６

か
月

以
内

の
い

ず
れ

の
日

に
お

い
て

も
5
,
0
0
0
を

超
え

な
い

者
以

外
の

者
」

を
削
り

「、

第
２

条
第

３
項

、
個

人
情

報
保

護
法

施
行

令
第

２
条

」

を「
第

２
条

第
５

項
」

に
改
め

同
表
項
番
⑮
を
削
る。

、

第
３－

１
中「

第
5
1
条

」

を「
第

6
0
条

」

に
改
め
る。

第
３－

２
⑴
中「

に
適

用
さ

れ
る

。
ま

た
、

個
人

情
報

保
護

法
が

適
用

の
対

象
を

一
定

の
範

囲
の

者
（

注
）

に
限

定
し

て
い

る
の

に
対

し
、

番
号

法
は

全
て

の
事

業
者

」

及
び「

（
注

）
個

人
情

報
保

護
法

に
お

い
て

は
、

同
法

の
適

用
の

対
象

者
で

あ
る

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
の

範
囲

に
つ

い
て

、
個

人
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

を
事

業
の

用
に

供
し

て
い

る
者

（
国

の
機

関
、

地
方

公
共

団
体

、
独

立
行

政
法

人
等

及
び

地
方

独
立

行
政

法
人

を
除

く
。

）
で

あ
っ

て
、

個
人

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
を

構
成

す
る

個
人

情
報

に
よ

っ
て

識
別

さ
れ

る
特

定
の

個
人

の
数

（
同

法
施

行
令

で
定

め
る

者
を

除
く

。
）

の
合

計
が

過
去

６
か

月
以

内
の

い
ず

れ
の

日
に

お
い

て
も

5
,
0
0
0
を

超
え

な
い

者
以

外
の

者
と

し
て

い
る

。
」

を
削
る。
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第
３－

３
⑴
中「

第
2
9
条

」

を「
第

3
0
条

」

に
改
め

「
ま

た
、

番
号

法
に

お
い

て
は

、
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

で
な

い
個

、

人
番

号
取

扱
事

業
者

に
対

し
て

も
、

特
定

個
人

情
報

に
関

し
て

は
、

個
人

情
報

保
護

法
に

規
定

さ
れ

て
い

る
重

要
な

保
護

措
置

に
相

当
す

る
規

定
を

設
け

て
い

る
こ

と
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。

具
体

的
に

は
、

特
定

個
人

情
報

の
目

的
外

利
用

の
制

限
（

番
号

法
第

3
2
条

）
、

安
全

管
理

措
置

（
同

法
第

3
3
条

）
及

び
特

定
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

従
業

者
に

対
す

る
監

督
義

務
（

同
法

第
3
4
条

）
で

あ
る

。
た

だ
し

、
こ

れ
ら

の
規

定
は

、
番

号
法

第
3
5
条

各
号

に
掲

げ
る

者
に

つ
い

て
は

、
そ

の
特

定
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

目
的

の
全

部
又

は
一

部
が

当
該

各
号

に
定

め
る

特
定

の
目

的
で

あ
る

と
き

に
は

、
適

用
さ

れ
な

い
。

」

を
削
る。

第
３－

３
⑵
中「

個
人

情
報

保
護

法
上

の
主

務
大

臣
が

定
め

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・

指
針

等
（

以
下

「
主

務
大

臣
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
」

と
い

う
。

）
」

を「
個

人
情

報
保

護
委

員
会

が
定

め
る

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

に
つ

い
て

の
ガ

イ
ド

ラ

イ
ン

」
等

（
以

下
「

個
人

情
報

保
護

法
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

」
と

い
う

。
）

」

に
改
め
る。

第
３－

４
⑴
ア
中「
第

2
9
条

第
３

項
、

第
3
2
条

」
を

「
第

3
0
条

第
３

項
」

に

「
第

2
8
条

」

を「
第

2
9
条

」

に
改
め
る。

、

第
３－

４
⑵
中「

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
」

の
右
に「

行
政

機
関

等
に

お
け

る
」

を
加
え

「
第

3
6
条

」

を「
第

3
3
条

」

に

、

「
第

3
7
条

第
１

項
」

を「
第

3
4
条

第
１

項
」

に

「
第

3
8
条

」

を「
第

3
5
条

」

に
改
め
る。

、

、

第
３－

４
⑶
中「

主
務

大
臣

」

を「
個

人
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

を
不

正
な

利
益

を
図

る
目

的
で

提
供

等
し

た
場

合
、

委
員
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会
」

に

「
第

5
1
条

か
ら

第
5
8
条

ま
で

」

を「
第

4
8
条

か
ら

第
5
5
条

ま
で

」

に

「
第

5
9
条

」

を「
第

5
6
条

」

に

「
第

6
0
条

、

、

、

第
１

項
」

を「
第

5
7
条

第
１

項
」

に
改
め
る。

第
３－

４
⑶
の
表
項
番
①
中「

第
5
1
条

」

を「
第

4
8
条

」

に
改
め

同
表
項
番
②
中「

第
5
2
条

」

を「
第

4
9
条

」

に

「
－

、

、

」

を「
１

年
以

下
の

懲
役

又
は

5
0
万

円
以

下
の

罰
金

（
第

8
3
条

）
」

に
改
め

同
表
項
番
③
中「

第
5
3
条

」

を「
第

5
0
条

」

に

、

改
め

同
表
項
番
④
中「

第
5
4
条

」

を「
第

5
1
条

」

に
改
め

同
表
項
番
⑤
中「

第
5
5
条

」

を「
第

5
2
条

」

に
改
め

同
表
項

、

、

、

番
⑥
中「

第
5
6
条

」

を「
第

5
3
条

」

に

「
第

7
4
条

」

を「
第

8
4
条

」

に
改
め

同
表
項
番
⑦
中「

第
5
7
条

」

を「
第

5
4
条

」

、

、

に

「
第

7
5
条

」

を「
第

8
5
条

」

に
改
め

同
表
項
番
⑧
中「

第
5
8
条

」

を「
第

5
5
条

」

に
改
め
る。

、

、

第
３－

５
及
び
第
３－

６
中「

主
務

大
臣

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

」

を「
個

人
情

報
保

護
法

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
」

に
改
め
る。

第
３－

６
中「

第
2
8
条

の
４

」

を「
第

2
9
条

の
４

」

に
改
め
る。

第
３－

７
を
削
り

第
３－

８
を
第
３－

７
と
す
る。

、

第
４－

１－

⑴
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
、

第
3
2
条

」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

第
４－

１－

⑴
１
Ｂ
ａ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
り

、

同
Ｂ
ａ
中「

事
業

者
は

、
個

人
番

号
」

を「
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

は
、

個
人

番
号

」

に
改
め

「
相

当
の

」

を
削
り

同

、

、

、

7



Ｂ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

第
４－
１－

⑴
２
ａ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
り

、

、

「
第

1
0
条

」
の
右
に「

、
激

甚
災

害
が

発
生

し
た

と
き

等
に

お
い

て
あ

ら
か

じ
め

締
結

し
た

契
約

に
基

づ
く

金
銭

の
支

払
を

行

う
た

め
に

必
要

な
限

度
で

行
う

個
人

番
号

の
利

用
に

関
す

る
内

閣
府

令
（

平
成

2
7
年

内
閣

府
令

第
7
4
号

）
」

を
加
え

同
２
ｂ

、

の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
る。

、

第
４－

１－

⑵
要
点
及
び
●
の
見
出
し
中「
第

2
8
条

」

を「
第

2
9
条

」

に
改
め
る。

第
４－

２－

⑵
●
の
見
出
し
中「

、
第

3
3
条

、
第

3
4
条

」

を
削
り

同
●
中「

個
人

番
号

及
び

特
定

個
人

情
報

」

を「
個

人

、

番
号

（
生

存
す

る
個

人
の

も
の

だ
け

で
な

く
死

者
の

も
の

も
含

む
。

）
及

び
特

定
個

人
情

報
」

に

「
等

、
特

定
個

人
情

報
等

、

」

を「
そ

の
他

の
特

定
個

人
情

報
等

」

に

「
安

全
管

理
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」

を「
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な

、

ら
な

い
」

に

「
安

全
管

理
措

置
が

適
切

に
講

じ
ら

れ
る

よ
う

」

を「
安

全
管

理
が

図
ら

れ
る

よ
う

」

に
改
め
る。
、

第
４－

３－

⑵
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

第
４－

３－

⑵
２
Ａ
中「

第
2
8
条

、
第

2
9
条

第
３

項
、

第
3
2
条

」
を「

第
2
9
条

、
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
個

人
デ

ー

、

タ
を

」

を
削
り

「
利

用
す

る
」

を「
利

用
さ

れ
る

個
人

デ
ー

タ
が

当
該

特
定

の
者

に
提

供
さ

れ
る

」

に

「
第

2
3
条

第
４

項

、

、
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第
３

号
」

を「
第

2
3
条

第
５

項
第

３
号

」

に

「
第

2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

、

第
４－
３－

⑵
２
Ｂ
の
見
出
し
中「

第
1
4
号

」

を「
第

1
5
号

」

に
改
め

同
Ｂ
ｅ
の
見
出
し
中「

第
７

号
」

の
右
に「

及
び

、

第
８

号
」

を
加
え

同
Ｂ
ｅ
中「

行
う

も
の

で
あ

る
。

」

の
右
に「
ま

た
、

同
法

第
９

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

き
条

例
で

定

、
め

る
事

務
の

う
ち

同
表

の
事

務
に

準
じ

て
個

人
情

報
保

護
委

員
会

規
則

（
以

下
「

委
員

会
規

則
」

と
い

う
。

）
で

定
め

る
も

の

を
処

理
す

る
地

方
公

共
団

体
の

長
そ

の
他

の
執

行
機

関
で

あ
っ

て
委

員
会

規
則

で
定

め
る

も
の

が
、

そ
の

事
務

の
内

容
に

応
じ

て
委

員
会

規
則

で
定

め
る

個
人

番
号

利
用

事
務

実
施

者
に

対
し

、
情

報
提

供
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

使
用

し
て

特
定

個
人

情
報

の
提

供
を

行
う

も
の

も
あ

る
。

」
を
加
え

同
Ｂ
ｆ
の
見
出
し
中「

第
1
1
号

」

を「
第

1
2
号

」

に
改
め

同
Ｂ
ｆ
中「

第

、

、

3
8
条

第
１

項
」

を「
第

3
5
条

第
１

項
」

に
改
め

同
Ｂ
ｇ
の
見
出
し
中「

第
1
2
号

」

を「
第

1
3
号

」

に
改
め、

同
Ｂ
ｈ
の
見
出

、

し
中「

第
1
3
号

」

を「
第

1
4
号

」

に
改
め
る。

第
４－

３－

⑵
２
Ｃ
中「

第
2
5
条

」

を「
第

2
8
条

」
に

「
開

示
の

求
め

」

を「
開

示
の

請
求

」

に

「
第

2
6
条

」

を「
第

、

、

2
9
条

」

に

「
訂

正
等

の
求

め
」

を「
訂

正
等

の
請

求
」

に

「
第

2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に

「
利

用
停

止
等

の
求

め
」

を

、

、

、

「
利

用
停

止
等

の
請

求
」

に

「
求

め
が

行
わ

れ
た

場
合

」

を「
請

求
が

行
わ

れ
た

場
合

」

に
改
め
る。

、

第
４－

３－

⑶
要
点
中「

・
番

号
法

第
2
0
条

」

の
次
に「

・
個

人
情

報
保

護
法

第
1
9
条

」

を
加
え
る。
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第
４－

３－

⑶
●
Ｂ
中「

可
能

で
あ

る
」

を「
可

能
で

あ
る

が
、

そ
れ

が
個

人
デ

ー
タ

に
該

当
す

る
場

合
に

お
い

て
、

利
用

す
る

必
要

が
な

く
な

っ
た

と
き

は
、

そ
の

個
人

デ
ー

タ
を

遅
滞

な
く

消
去

す
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

（
個

人
情

報
保

護
法

第
1
9
条

）
」

に
改
め
る。

第
４－

４
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に

「
第

2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に
改
め
る。

、

第
４－

４
●
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に

「
第

2
7
条

第
２

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
及

び

、

第
４

項
」

に
改
め

同
●
中「

保
有

個
人

デ
ー

タ
で

あ
る

特
定

個
人

情
報

が
、

同
条

各
号

」

を「
本

人
は

、
個

人
情

報
取

扱
事

、

業
者

に
対

し
、

保
有

個
人

デ
ー

タ
で

あ
る

特
定

個
人

情
報

が
同

条
各

号
」

に

「
と

い
う

理
由

に
よ

り
、

本
人

か
ら

第
三

者
へ

、

の
当

該
特

定
個

人
情

報
の

提
供

の
停

止
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
と

き
は

、
当

該
特

定
個

人
情

報
の

第
三

者
へ

の
提

供
の

停
止

を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

は
、

当
該

請
求

を
受

け
た

」

に

「
そ

の
求

め
」

を「
当

該
請

求
」

に
改

、

め
る。第

４－

５
●
の
見
出
し
中「

第
2
6
条

、
第

2
7
条

」

を「
第

2
7
条

、
第

2
8
条

」

に
改
め
る。

第
４－

６
本
文
中「

事
業

者
の

う
ち

、
」

を
削
り

「
必

要
が

あ
る

」

を「
必

要
が

あ
る

（
番

号
法

第
3
0
条

第
３

項
に

よ
り

、

個
人

情
報

保
護

法
第

1
6
条

第
３

項
第

３
号

及
び

第
４

号
、

第
1
7
条

第
２

項
並

び
に

第
2
3
条

か
ら

第
2
6
条

ま
で

の
規

定
は

適
用

除
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外
）

」

に
改
め
る。

第
４－
６
Ａ
ｂ
中「

相
当

の
」

を
削
る。

第
４－

６
Ｂ
ｂ
中「

電
子

的
方

式
等

で
作

ら
れ

る
記

録
」

を「
電

磁
的

記
録

」

に
改
め
る。

第
４－

６
Ｃ
の
見
出
し
中「

確
保

」

を「
確

保
等

」

に
改
め

同
Ｃ
中「

保
つ

」

の
右
に「

と
と

も
に

、
利

用
す

る
必

要
が

、

な
く

な
っ

た
と

き
は

、
当

該
個

人
デ

ー
タ

を
遅

滞
な

く
消

去
す

る
」

を
加
え
る。

第
４－

６
Ｄ
の
見
出
し
中「

第
1
7
条

」

を「
第

1
7
条

第
１

項
」

に
改
め
る。

第
４－

６
Ｅ
の
見
出
し
中「

第
2
4
条

」

を「
第

2
7
条

」

に

「
第

５
条

」

を「
第

８
条

」

に
改
め

同
Ｅ
ａ
中「

利
用

停
止

、

、

等
の

求
め

」

を「
利

用
停

止
等

の
請

求
」

に
「

第
５

条
」

を「
第

８
条

」

に
改
め
る。

、

第
４－

６
Ｆ
の
見
出
し
中「
第

2
5
条

」

を「
第

2
8
条

」

に

「
第

６
条

」

を「
第

９
条

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
の
見
出
し
中「

、

、

第
３

項
」

を「
第

４
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
中「

ａ
の

本
文

」

を「
ｂ

の
本

文
」

に

「
ａ

の
規

定
」

を「
ａ

及
び

ｂ
の

規
定

、

、

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
を
同
Ｆ
ｄ
と
し

同
Ｆ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
２

項
」

を「
第

３
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求

、

、

、

め
ら

れ
た

」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に
改
め

「
し

た
と

き
」

の
右
に「

、
又

は
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

、

と
き

」

を
加
え

同
Ｆ
ｂ
を
同
Ｆ
ｃ
と
し

同
Ｆ
ａ
の
見
出
し
中「

第
１

項
」

を「
第

２
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ａ
中「

本
人

か

、

、

、
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ら
、

当
該

本
人

が
識

別
さ

れ
る

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

開
示

（
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

と
き

に
そ

の
旨

を
知

ら
せ

る
こ

と
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

」

に

「
第

、

６
条

」

を「
第

９
条

」

に
改
め

同
Ｆ
ａ
を
同
Ｆ
ｂ
と
し

同
Ｆ
に
同
Ｆ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

、

、

ａ
開

示
の

請
求

（
第

１
項

）

本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

第
４－

６
Ｇ
の
見
出
し
中「

第
2
6
条

」

を「
第

2
9
条

」

に
改
め

同
Ｇ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
２

項
」

を「
第

３
項

」

に
改
め

、

同
Ｇ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求
め

ら
れ

た
」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に
改
め

同
Ｇ
ｂ
を
同
Ｇ
ｃ
と
し

同
Ｇ
ａ
の
見
出
し

、

、

、

中「
第

１
項

」

を「
第

２
項

」

に
改
め

同
Ｇ
ａ
中「

本
人

か
ら

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
内

容
が

事

、

実
で

な
い

と
い

う
理

由
に

よ
っ

て
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
内

容
の

訂
正

、
追

加
又

は
削

除
（

以
下

ａ
及

び
ｂ

に
お

い
て

「
訂

正
等

」
と

い
う

。
）

を
求

め
ら

れ
た

」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

」

に
改
め

同
Ｇ
ａ
を
同
Ｇ
ｂ
と
し

同
Ｇ
に

、

、

同
Ｇ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

ａ
訂

正
等

の
請

求
（

第
１

項
）
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本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
内

容
が

事
実

で
な

い
と

き

は
、

当
該

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

内
容

の
訂

正
、

追
加

又
は

削
除

（
以

下
Ｇ

に
お

い
て

「
訂

正
等

」
と

い
う

。
）

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
４－

６
Ｈ
の
見
出
し
中「

第
2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に
改
め

同
Ｈ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
３

項
」

を「
第

５
項

」

に
改
め

、

同
Ｈ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求
め

ら
れ

た
」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に

「
個

人
情

報
保

護
法

第
2
7
条

第
２

項
」

を「
第

４

、

、

－
４

（
第

三
者

提
供

の
停

止
に

関
す

る
取

扱
い

）
」

に
改
め

同
Ｈ
ｂ
を
同
Ｈ
ｃ
と
し

同
Ｈ
ａ
の
見
出
し
中「

第
１

項
」

を

、

、

「
第

２
項

」

と
し

同
Ｈ
ａ
中「

本
人

か
ら

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
第

４
－

１
－

⑴
１

Ｂ
（

利
用

目

、

的
を

超
え

た
個

人
番

号
の

利
用

禁
止

）
の

規
定

に
違

反
し

て
取

り
扱

わ
れ

て
い

る
と

い
う

理
由

又
は

Ｄ
の

規
定

に
違

反
し

て
取

得
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
と

い
う

理
由

に
よ

っ
て

、
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
利

用
の

停
止

又
は

消
去

（
以

下
ａ

及
び

ｂ
に

お
い

て
「

利
用

停
止

等
」

と
い

う
。

）
を

求
め

ら
れ

た
場

合
で

あ
っ

て
、

そ
の

求
め

」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

場
合

で
あ

っ
て

、
そ

の
請

求
」

に
改
め

同
Ｈ
ａ
を
同
Ｈ
ｂ
と
し

同
Ｈ
に
同
Ｈ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

、

、

ａ
利

用
停

止
等

の
請

求
（

第
１

項
）

本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
第

４
－

１
－

⑴
１

Ｂ
（

利
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用
目

的
を

超
え

た
個

人
番

号
の

利
用

禁
止

）
の

規
定

に
違

反
し

て
取

り
扱

わ
れ

て
い

る
と

き
又

は
Ｄ

の
規

定
に

違
反

し
て

取
得

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

利
用

の
停

止
又

は
消

去
（

以
下

Ｈ
に

お
い

て
「

利
用

停
止

等
」

と
い

う
。

）
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

第
４－

６
Ｉ
の
見
出
し
中「

第
2
8
条

」

を「
第

3
1
条

」

に
改
め

同
Ｉ
中「

、
Ｆ

ｂ
、

Ｇ
ｂ

又
は

Ｈ
ｂ

」

を「
、

Ｆ
ｃ

、
Ｇ

、

ｃ
又

は
Ｈ

ｃ
」

に

「
求

め
ら

れ
た

」

を「
求

め
ら

れ
、

又
は

請
求

さ
れ

た
」

に
改
め
る。

、

第
４－

６
Ｊ
の
見
出
し
中「

求
め

」

を「
請

求
等

」

に

「
第

2
9
条

」

を「
第

3
2
条

」

に

「
第

７
条

、
第

８
条

」

を「
第

、

、

1
0
条

、
第

1
1
条

」

に
改
め

同
Ｊ
ａ
の
見
出
し
中「

求
め

」

を「
請

求
」

に
改
め

同
Ｊ
ａ
中「

、
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

又
は

Ｈ
ａ

」

、

、

を「
の

規
定

に
よ

る
求

め
又

は
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

若
し

く
は

Ｈ
ａ

」

に

「
求

め
（

以
下

ａ
か

ら
ｄ

ま
で

」

を「
請

求
（

以
下

Ｊ
及

、

び
個

人
情

報
保

護
法

第
5
3
条

第
１

項
」

に

「
開

示
等

の
求

め
」

を「
開

示
等

の
請

求
等

」

に

「
第

７
条

」

を「
第

1
0
条

」

、

、

に
改
め

「
そ

の
求

め
」

の
右
に「

又
は

請
求

」

を
加
え

同
Ｊ
ｂ
及
び
同
Ｊ
ｃ
中「

開
示

等
の

求
め

」

を「
開

示
等

の
請

求

、

、

等
」

に
改
め

同
Ｊ
ｃ
中「

第
８

条
」

を「
第

1
1
条

」

に
改
め

同
Ｊ
ｄ
中「

開
示

等
の

求
め

」

を「
開

示
等

の
請

求
等

」

に

、

、

改
め
る。

第
４－

６
Ｋ
の
見
出
し
中「

第
3
0
条

」

を「
第

3
3
条

」

に
改
め

同
Ｋ
ａ
中「

又
は

Ｆ
ａ

」

を「
を

求
め

ら
れ

た
と

き
、

又

、
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は
Ｆ

ａ
」

に

「
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
の

請
求

を
受

け
た

」

に
改
め
る。

、

第
４－
６
Ｌ
の
見
出
し
中「

第
3
1
条

」

を「
第

3
5
条

」

に
改
め

第
４－

６
Ｌ
を
第
４－

６
Ｍ
と
し

第
４－

６
Ｋ
の
次
に

、

、

次
の
よ
う
に
加
え
る。

Ｌ
事

前
の

請
求

（
個

人
情

報
保

護
法

第
3
4
条

）

ａ
事

前
の

請
求

（
第

１
項

）

本
人

は
、

Ｆ
ａ

、
Ｇ

ａ
又

は
Ｈ

ａ
若

し
く

は
第

４
－

４
（

第
三

者
提

供
の

停
止

に
関

す
る

取
扱

い
）

の
規

定
に

よ
る

請

求
に

係
る

訴
え

を
提

起
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
そ

の
訴

え
の

被
告

と
な

る
べ

き
者

に
対

し
、

あ
ら

か
じ

め
、

当
該

請
求

を
行

い
、

か
つ

、
そ

の
到

達
し

た
日

か
ら

２
週

間
を

経
過

し
た

後
で

な
け

れ
ば

、
そ

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

た
だ

し
、

当
該

訴
え

の
被

告
と

な
る

べ
き

者
が

そ
の

請
求

を
拒

ん
だ

と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

ｂ
み

な
す

規
定

（
第

２
項

）

ａ
の

請
求

は
、

そ
の

請
求

が
通

常
到

達
す

べ
き

で
あ

っ
た

時
に

、
到

達
し

た
も

の
と

み
な

す
。

ｃ
仮

処
分

命
令

の
申

立
て

に
つ

い
て

の
準

用
（

第
３

項
）

ａ
及

び
ｂ

の
規

定
は

、
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

又
は

Ｈ
ａ

若
し

く
は

第
４

－
４

（
第

三
者

提
供

の
停

止
に

関
す

る
取

扱
い

）
の

規
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定
に

よ
る

請
求

に
係

る
仮

処
分

命
令

の
申

立
て

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
第
４－
７
２
Ａ
中「

番
号

法
第

1
9
条

第
７

号
の

規
定

に
基

づ
き

」

を「
番

号
法

第
1
9
条

第
７

号
又

は
第

８
号

の
規

定
に

基
づ

き
」

に

「
に

限
定

的
に

明
記

」

を「
又

は
同

法
第

９
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
い

て
条

例
で

定
め

る
事

務
の

う
ち

別
表

第
２

、

の
事

務
に

準
ず

る
も

の
と

し
て

委
員

会
規

則
で

定
め

る
も

の
に

限
定

」

に
改
め

「
「

情
報

照
会

者
」

」

の
右
に「

（
番

号
法

、

第
1
9
条

第
７

号
）

又
は

「
条

例
事

務
関

係
情

報
照

会
者

」
（

同
法

第
1
9
条

第
８

号
）

」

を
加
え

「
と

い
う

（
番

号
法

第
1
9
条

、

第
７

号
）

」

を「
（

同
法

第
1
9
条

第
７

号
）

又
は

「
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
者

」
（

同
法

第
1
9
条

第
８

号
）

と
い

う
」

に
、

「
と

い
う

（
同

法
第

2
4
条

）
」

を「
と

い
い

、
同

法
第

1
9
条

第
８

号
の

規
定

に
基

づ
い

て
行

う
情

報
連

携
に

関
す

る
事

務
を

「

条
例

事
務

関
係

情
報

提
供

等
事

務
」

と
い

う
（

同
法

第
2
4
条

、
第

2
6
条

）
」

に
改
め

同
Ａ
ａ
の
見
出
し
中「

第
2
1
条

」

を「

、

第
2
1
条

、
第

2
6
条

」

に
改
め

同
Ａ
ａ
中「

番
号

法
第

1
9
条

第
７

号
」

を「
番

号
法

第
1
9
条

第
７

号
又

は
第

８
号

」

に

「
情

、

、

報
照

会
者

」

を「
情

報
照

会
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

者
」

に

「
情

報
提

供
者

」

を「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

、

関
係

情
報

提
供

者
」

に
改
め

同
Ａ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
2
2
条

」
を「

第
2
2
条

、
第

2
6
条

」

に
改
め

同
Ａ
ｂ
中「

情
報

提
供

、

、

者
」

を「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

提
供

者
」

に

「
情

報
照

会
者

」

を「
情

報
照

会
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情

、

報
照

会
者

」

に

「
法

令
」

を「
法

令
又

は
条

例
」

に
改
め
る。

、
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第
４－

７
Ｂ
の
見
出
し
中「

第
2
3
条

」

を「
第

2
3
条

、
第

2
6
条

」

に
改
め

「
第

2
9
条

」

の
右
に「

、
第

2
9
条

の
２

」

を
加

、

え

同
Ｂ
中「

情
報

提
供

者
は

」

を「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

者
及

び
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
者

は
」

、
に
改
め

「
第

1
9
条

第
７

号
」

の
右
に「

又
は

第
８

号
」

を
加
え

「
情

報
提

供
者

の
」

を「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関

、

、

係
情

報
照

会
者

及
び

条
例

事
務

関
係

情
報

提
供

者
の

」

に
改
め
る。

第
４－

７
Ｃ
の
見
出
し
中「

第
2
5
条

」

を「
第

2
5
条

、
第

2
6
条

」

に

同
Ｃ

中
「

情
報

提
供

者
は

、
情

報
提

供
等

事
務

」

を

、

「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

者
及

び
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
者

は
、

情
報

提
供

等
事

務
又

は
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
等

事
務

」

に

「
情

報
提

供
者

が
情

報
提

供
等

事
務

」

を「
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

者
及

び

、

条
例

事
務

関
係

情
報

提
供

者
が

情
報

提
供

等
事

務
又

は
条

例
事

務
関

係
情

報
提

供
等

事
務

」

に
改
め
る。

第
４－

７
Ｄ
の
見
出
し

同
Ｄ
本
文
の
規
定

同
Ｄ
ａ
か
ら
同
Ｄ
ｇ
ま
で
の
見
出
し

同
Ｄ
ｈ
本
文
の
規
定

同
Ｄ
ｈ
①
か

、

、

、

、

ら
同
Ｄ
ｈ
③
ま
で
の
見
出
し

同
Ｄ
ｉ
本
文
の
規
定
並
び
に
同
Ｄ
ｉ
①
及
び
同
Ｄ
ｉ
②
の
見
出
し
中「

第
3
0
条

第
４

項
」

を「

、

第
3
1
条

第
４

項
」

に
改
め

同
Ｄ
ｉ
②
中「

又
は

情
報

提
供

者
」

を「
若

し
く

は
情

報
提

供
者

又
は

条
例

事
務

関
係

情
報

照
会

、

者
」

に
改
め

同
Ｄ
ｊ
の
見
出
し
中「

第
3
0
条

第
４

項
」

を「
第

3
1
条

第
４

項
」

に
改
め
る。

、

別
添
の
要
点
中「

個
人

番
号

及
び

特
定

個
人

情
報

」

を「
個

人
番

号
（

生
存

す
る

個
人

の
も

の
だ

け
で

な
く

死
者

の
も

の
も
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含
む

。
）

及
び

特
定

個
人

情
報

」

に

「
主

務
大

臣
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
」

を「
個

人
情

報
保

護
法

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
」

に
改

、

め
る。別

添
の
２
本
文
中「

主
務

大
臣

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

」

を「
個

人
情

報
保

護
法

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
」

に
改
め

同
２（

注）

、

を
次
の
よ
う
に
改
め
る。

（
注

）
「

中
小

規
模

事
業

者
」

と
は

、
事

業
者

の
う

ち
従

業
員

の
数

が
1
0
0
人

以
下

の
事

業
者

を
い

う
。

た
だ

し
、

次
に

掲

げ
る

事
業

者
を

除
く

。

・
個

人
番

号
利

用
事

務
実

施
者

・
委

託
に

基
づ

い
て

個
人

番
号

関
係

事
務

又
は

個
人

番
号

利
用

事
務

を
業

務
と

し
て

行
う

事
業

者

・
金

融
分

野
（

個
人

情
報

保
護

委
員

会
・

金
融

庁
作

成
の

「
金

融
分

野
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

第
１

条
第

１
項

に
定

義
さ

れ
る

金
融

分
野

）
の

事
業

者

・
そ

の
事

業
の

用
に

供
す

る
個

人
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

を
構

成
す

る
個

人
情

報
に

よ
っ

て
識

別
さ

れ
る

特
定

の
個

人
の

数
の

合
計

が
過

去
６

月
以

内
の

い
ず

れ
か

の
日

に
お

い
て

5
,
0
0
0
を

超
え

る
事

業
者
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こ
こ

で
い

う
「

従
業

員
」

と
は

、
「

中
小

企
業

基
本

法
」

（
昭

和
3
8
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

お
け

る
従

業
員

を
い

い

、
「

労
働

基
準

法
」

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
4
9
号

）
第

2
0
条

の
適

用
を

受
け

る
労

働
者

に
相

当
す

る
者

を
い

う
。

た
だ

し

、
同

法
第

2
1
条

の
規

定
に

よ
り

同
法

第
2
0
条

の
適

用
が

除
外

さ
れ

て
い

る
者

は
除

く
。

別
添
の
２
Ｂ
中「

取
得

す
る

」

を「
取

得
」

に

「
利

用
を

行
う

」

を「
利

用
」

に

「
保

存
す

る
」

を「
保

存
」

に

「

、

、

、

提
供

を
行

う
」

を「
提

供
」

に
「

削
除

・
廃

棄
を

行
う

」

を「
削

除
・

廃
棄

」

に
改
め
る。
、

別
添
の
２
Ｃ
ｂ
中「

運
用

状
況

」

を「
運

用
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
状

況
」

に

「
持

出
し

」

を「
持

ち
運

び
」

に
改
め

、

同
Ｃ
ｄ
中「

及
び

主
務

大
臣

等
」

を「
又

は
事

業
所

管
大

臣
」

に
改
め

同
Ｃ
ｅ
中「

他
部

署
等

に
よ

る
監

査
を

実
施

す
る

、

、

」

を「
他

部
署

等
に

よ
る

監
査

を
実

施
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に
改
め
る。

別
添
の
２
Ｄ
ｂ
中「

研
修

等
を

行
う

」

を「
研

修
等

を
行

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に
改
め
る。

別
添
の
２
Ｅ
ｂ
中「
保

管
す

る
」

を「
保

管
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に
改
め

同
Ｅ
ｃ
及
び
Ｅ
ｄ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

、

。

ｃ
電

子
媒

体
等

の
取

扱
い

に
お

け
る

漏
え

い
等

の
防

止

特
定

個
人

情
報

等
が

記
録

さ
れ

た
電

子
媒

体
又

は
書

類
等

を
持

ち
運

ぶ
場

合
、

容
易

に
個

人
番

号
が

判
明

し
な

い
よ

う
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、
安

全
な

方
策

を
講

ず
る

。

「
持

ち
運

ぶ
」

と
は

、
特

定
個

人
情

報
等

を
管

理
区

域
又

は
取

扱
区

域
か

ら
外

へ
移

動
さ

せ
る

こ
と

又
は

当
該

区
域

の

外
か

ら
当

該
区

域
へ

移
動

さ
せ

る
こ

と
を

い
い

、
事

業
所

内
で

の
移

動
等

で
あ

っ
て

も
、

特
定

個
人

情
報

等
の

紛
失

・
盗

難
等

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

≪
手

法
の

例
示

≫

＊
特

定
個

人
情

報
等

が
記

録
さ

れ
た

電
子

媒
体

を
安

全
に

持
ち

運
ぶ

方
法

と
し

て
は

、
持

ち
運

ぶ
デ

ー
タ

の
暗

号
化

、
パ

ス
ワ

ー
ド

に
よ

る
保

護
、

施
錠

で
き

る
搬

送
容

器
の

使
用

、
追

跡
可

能
な

移
送

手
段

の
利

用
等

が
考

え
ら

れ
る

。
た

だ
し

、
行

政
機

関
等

に
法

定
調

書
等

を
デ

ー
タ

で
提

出
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

行
政

機
関

等
が

指
定

す
る

提
出

方
法

に
従

う
。

＊
特

定
個

人
情

報
等

が
記

載
さ

れ
た

書
類

等
を

安
全

に
持

ち
運

ぶ
方

法
と

し
て

は
、

封
緘

、
目

隠
し

シ
ー

ル
の

貼
付

、
追

跡
可

能
な

移
送

手
段

の
利

用
等

が
考

え
ら

れ
る

。
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【
中

小
規

模
事

業
者

に
お

け
る

対
応

方
法

】

○
特

定
個

人
情

報
等

が
記

録
さ

れ
た

電
子

媒
体

又
は

書
類

等
を

持
ち

運
ぶ

場
合

、
パ

ス
ワ

ー
ド

の
設

定
、

封
筒

に
封

入
し

鞄
に

入
れ

て
搬

送
す

る
等

、
紛

失
・

盗
難

等
を

防
ぐ

た
め

の
安

全
な

方
策

を
講

ず
る

。

ｄ
個

人
番

号
の

削
除

、
機

器
及

び
電

子
媒

体
等

の
廃

棄

個
人

番
号

関
係

事
務

又
は

個
人

番
号

利
用

事
務

を
行

う
必

要
が

な
く

な
っ

た
場

合
で

、
所

管
法

令
等

に
お

い
て

定
め

ら

れ
て

い
る

保
存

期
間

等
を

経
過

し
た

場
合

に
は

、
個

人
番

号
を

で
き

る
だ

け
速

や
か

に
復

元
不

可
能

な
手

段
で

削
除

又
は

廃
棄

す
る

。

→
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
第

４
－

３
－

⑶
Ｂ

参
照

個
人

番
号

若
し

く
は

特
定

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

を
削

除
し

た
場

合
、

又
は

電
子

媒
体

等
を

廃
棄

し
た

場
合

に
は

、
削

除

又
は

廃
棄

し
た

記
録

を
保

存
す

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
作

業
を

委
託

す
る

場
合

に
は

、
委

託
先

が
確

実
に

削
除

又
は

廃
棄

し
た

こ
と

に
つ

い
て

、
証

明
書

等
に

よ
り

確
認

す
る

。
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≪
手

法
の

例
示

≫

＊
特

定
個

人
情

報
等

が
記

載
さ

れ
た

書
類

等
を

廃
棄

す
る

場
合

、
焼

却
又

は
溶

解
、

復
元

不
可

能
な

程
度

に
細

断
可

能
な

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

の
利

用
、

個
人

番
号

部
分

を
復

元
不

可
能

な
程

度
に

マ
ス

キ
ン

グ
す

る
こ

と
等

の
復

元
不

可
能

な
手

段
を

採
用

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

＊
特

定
個

人
情

報
等

が
記

録
さ

れ
た

機
器

及
び

電
子

媒
体

等
を

廃
棄

す
る

場
合

、
専

用
の

デ
ー

タ
削

除
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

利
用

又
は

物
理

的
な

破
壊

等
に

よ
り

、
復

元
不

可
能

な
手

段
を

採
用

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

＊
特

定
個

人
情

報
等

を
取

り
扱

う
情

報
シ

ス
テ

ム
又

は
機

器
等

に
お

い
て

、
特

定
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
中

の
個

人
番

号
又

は
一

部
の

特
定

個
人

情
報

等
を

削
除

す
る

場
合

、
容

易
に

復
元

で
き

な
い

手
段

を
採

用
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

＊
特

定
個

人
情

報
等

を
取

り
扱

う
情

報
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
は

、
保

存
期

間
経

過
後

に
お

け
る

個
人

番
号

の
削

除
を

前
提

と
し

た
情

報
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

＊
個

人
番

号
が

記
載

さ
れ

た
書

類
等

に
つ

い
て

は
、

保
存

期
間

経
過

後
に

お
け

る
廃

棄
を

前
提

と
し

た
手

続
を

定
め
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る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

【
中

小
規

模
事

業
者

に
お

け
る

対
応

方
法

】

○
特

定
個

人
情

報
等

を
削

除
・

廃
棄

し
た

こ
と

を
、

責
任

あ
る

立
場

の
者

が
確

認
す

る
。

別
添
の
２
Ｆ
ｃ
中「

遮
断

す
る

」

を「
遮

断
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に

「
導

入
す

る
」

を「
導

入
す

る
こ

と
が

考
え

、

ら
れ

る
」

に

「
確

認
す

る
」

を「
確

認
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に

「
最

新
状

態
と

す
る

」

を「
最

新
状

態
と

す
る

こ

、

、

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に

「
検

知
す

る
」

を「
検

知
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
」

に
改
め
る。

、

「
第

３
－

７
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

で
な

い
個

人
番

号
取

扱
事

業
者

に
お

け
る

特
定

個
人

情
報

別
冊
の
目
次〈

参
考〉

中

第
３

－
８

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

見
直

し
に

つ
い

て

の
取

扱
い

を「
第

３
－

７
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
見

直
し

に
つ

い
て

」

に
改
め
る。

」

別
冊
の
別
冊
の
位
置
付
け
を
次
の
よ
う
に
改
め
る。

別
冊

の
位

置
付

け
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「
特

定
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
事

業
者

編
）

」
（

以
下

「
事

業
者

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
と

い

う
。

）
は

、
事

業
者

が
主

と
し

て
従

業
員

等
の

個
人

番
号

を
取

り
扱

う
事

務
を

行
う

こ
と

を
前

提
に

作
成

さ
れ

て
い

る
。

一
方

、
金

融
分

野
（

個
人

情
報

保
護

委
員

会
・

金
融

庁
作

成
の

「
金

融
分

野
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ

イ
ン

」
第

１
条

第
１

項
に

定
義

さ
れ

る
金

融
分

野
を

い
う

。
）

に
お

け
る

事
業

者
（

以
下

「
金

融
機

関
」

と
い

う
。

）
は

、
番

号
法

、
「

所
得

税
法

」
（

昭
和

4
0
年

法
律

第
3
3
号

）
等

の
規

定
に

よ
り

、
税

及
び

災
害

対
策

の
分

野
に

お
い

て
、

顧
客

の
個

人

番
号

を
取

り
扱

う
事

務
も

行
う

こ
と

と
な

る
。

「
（

別
冊

）
金

融
業

務
に

お
け

る
特

定
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
は

、
事

業
者

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
の

別
冊

と
し

て
、

金
融

機
関

が
金

融
業

務
に

関
連

し
て

顧
客

の
個

人
番

号
を

取
り

扱
う

事
務

に
お

い
て

、
特

定
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

を
確

保
す

る
た

め
の

具
体

的
な

指
針

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。
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本
別

冊
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
事

業
者

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
「

第
４

各
論

」
に

相
当

す
る

部
分

を
構

成
す

る
も

の
で

あ
り

、
「

第
１

は
じ

め
に

」
か

ら
「

第
３

総
論

」
ま

で
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
参

照
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

金
融

機
関

が
行

う
金

融
業

務
以

外
の

業
務

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

適
用

す
る

も
の

と
す

る
。

本
別

冊
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

中
で

、
「

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

及
び

「
し

て
は

な
ら

な
い

」
と

記
述

し
て

い
る

事
項

に
つ

い

て
は

、
こ

れ
ら

に
従

わ
な

か
っ

た
場

合
、

法
令

違
反

と
判

断
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
一

方
、

「
望

ま
し

い
」

と
記

述
し

て
い

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
に

従
わ

な
か

っ
た

こ
と

を
も

っ
て

直
ち

に
法

令
違

反
と

判
断

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

が
、

番
号

法
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
可

能
な

限
り

対
応

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
も

の
で

あ
る

。

※
特

定
個

人
情

報
に

関
し

、
番

号
法

に
特

段
の

規
定

が
な

く
個

人
情

報
保

護
法

が
適

用
さ

れ
る

部
分

に
つ

い
て

は
、

個
人

情

報
保

護
委

員
会

・
金

融
庁

作
成

の
「

金
融

分
野

に
お

け
る

個
人

情
報

保
護

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
等

を
遵

守
す

る
こ

と

を
前

提
と

し
て

い
る

。

別
冊
の
１－

⑴
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
、

第
3
2
条

」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。
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別
冊
の
１－

⑴
１
Ｂ
ａ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
り

、

同
Ｂ
ａ
中「

相
当

の
」

を
削
り

同
Ｂ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

、

、

別
冊
の
１－
⑴
２
ａ
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
り

、

、

「
第

1
0
条

」

の
右
に「

、
激

甚
災

害
が

発
生

し
た

と
き

等
に

お
い

て
あ

ら
か

じ
め

締
結

し
た

契
約

に
基

づ
く

金
銭

の
支

払
を

行

う
た

め
に

必
要

な
限

度
で

行
う

個
人

番
号

の
利

用
に

関
す

る
内

閣
府

令
（

平
成

2
7
年

内
閣

府
令

第
7
4
号

）
」

を
加
え

同
２
ｂ

、

の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
、

番
号

法
第

3
2
条

」

を
削
る。

、

別
冊
の
１－

⑵
要
点
及
び
同
⑵
●
の
見
出
し
中「

第
2
8
条

」

を「
第

2
9
条

」

に
改
め
る。

別
冊
の
２－

⑵
●
の
見
出
し
中「
、

第
3
3
条

、
第

3
4
条

」

を
削
り

同
⑵
●
中「

個
人

番
号

及
び

特
定

個
人

情
報

」

を「
個

、

人
番

号
（

生
存

す
る

個
人

の
も

の
だ

け
で

な
く

死
者

の
も

の
も

含
む

。
）

及
び

特
定

個
人

情
報

」

に

「
等

、
特

定
個

人
情

報

、

等
」

を「
そ

の
他

の
特

定
個

人
情

報
等

」

に

「
安

全
管

理
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」

を「
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

、

な
ら

な
い

」

に

「
安

全
管

理
措

置
が

適
切

に
講

じ
ら

れ
る

よ
う

」

を「
安

全
管

理
が

図
ら

れ
る

よ
う

」

に

「
金

融
庁

」

を

、

、

「
個

人
情

報
保

護
委

員
会

・
金

融
庁

」

に
改
め
る。

別
冊
の
３－

⑵
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。
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別
冊
の
３－

⑵
２
Ａ
中「

第
2
8
条

、
第

2
9
条

第
３

項
、

第
3
2
条

」

を「
第

2
9
条

、
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め

「
個

人
デ

ー

、

タ
を

」
を
削
り

「
利

用
す

る
」

を「
利

用
さ

れ
る

個
人

デ
ー

タ
が

当
該

特
定

の
者

に
提

供
さ

れ
る

」

に

「
第

2
3
条

第
４

項

、

、

第
３

号
」

を「
第

2
3
条

第
５

項
第

３
号

」

に

「
第

2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に
改
め
る。

、

別
冊
の
３－

⑵
２
Ｂ
の
見
出
し
中「

第
1
4
号

」

を「
第

1
5
号

」

に
改
め

同
Ｂ
ｄ
の
見
出
し
中「

第
1
0
号

」

を「
第

1
1
号

」

、

に
改
め

同
Ｂ
ｅ
の
見
出
し
中「

第
1
1
号

」

を「
第

1
2
号

」

に
改
め

同
Ｂ
ｅ
中「

第
3
8
条

第
１

項
」

を「
第

3
5
条

第
１

項
」

、

、

に
改
め

同
Ｂ
ｆ
の
見
出
し
中「

第
1
2
号

」

を「
第

1
3
号

」

に
改
め

同
Ｂ
ｇ
の
見
出
し
中「

第
1
3
号

」

を「
第

1
4
号

」

に
改

、

、

め
る。

別
冊

の

３－

⑵
２
Ｃ
中「

第
2
5
条

」

を「
第

2
8
条

」

に

「
開

示
の

求
め

」

を「
開

示
の

請
求

」

に

「
第

2
6
条

」

を「
第

、

、

2
9
条

」

に

「
訂

正
等

の
求

め
」

を「
訂

正
等

の
請

求
」

に

「
第

2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に

「
利

用
停

止
等

の
求

め
」

を

、

、

、

「
利

用
停

止
等

の
請

求
」

に

「
求

め
が

行
わ

れ
た

場
合

」

を「
請

求
が

行
わ

れ
た

場
合

」

に
改
め
る。

、

別
冊
の
３－

⑶
要
点
中「

・
番

号
法

第
2
0
条

」

の
次
に「

・
個

人
情

報
保

護
法

第
1
9
条

」

を
加
え
る。

別
冊
の
３－

⑶
●
Ｂ
中「

可
能

で
あ

る
」

を「
可

能
で

あ
る

が
、

そ
れ

が
個

人
デ

ー
タ

に
該

当
す

る
場

合
に

お
い

て
、

利
用

す
る

必
要

が
な

く
な

っ
た

と
き

は
、

そ
の

個
人

デ
ー

タ
を

遅
滞

な
く

消
去

す
る

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

（
個

人
情

報
保
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護
法

第
1
9
条

）
」

に
改
め
る。

別
冊
の
４
要
点
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に

「
第

2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に
改
め
る。

、

別
冊
の
４
●
の
見
出
し
中「

第
2
9
条

第
３

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
」

に

「
第

2
7
条

第
２

項
」

を「
第

3
0
条

第
３

項
及

び

、

第
４

項
」

に
改
め

同
●
中「

保
有

個
人

デ
ー

タ
で

あ
る

特
定

個
人

情
報

が
、

同
条

各
号

」

を「
本

人
は

、
個

人
情

報
取

扱
事

、

業
者

に
対

し
、

保
有

個
人

デ
ー

タ
で

あ
る

特
定

個
人

情
報

が
同

条
各

号
」

に

「
と

い
う

理
由

に
よ

り
、

本
人

か
ら

第
三

者
へ

、

の
当

該
特

定
個

人
情

報
の

提
供

の
停

止
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
と

き
は

、
当

該
特

定
個

人
情

報
の

第
三

者
へ

の
提

供
の

停
止

を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
個

人
情

報
取

扱
事

業
者

は
、

当
該

請
求

を
受

け
た

」

に

「
そ

の
求

め
」

を「
当

該
請

求
」

に
改

、

め
る。別

冊
の
５
●
の
見
出
し
中「
第

2
6
条

、
第

2
7
条

」
を「

第
2
7
条

、
第

2
8
条

」

に
改
め
る。

別
冊
の
６
本
文
中「
必

要
が

あ
る

」

を「
必

要
が

あ
る

（
番

号
法

第
3
0
条

第
３

項
に

よ
り

個
人

情
報

保
護

法
第

1
6
条

第
３

項

第
３

号
及

び
第

４
号

、
第

1
7
条

第
２

項
並

び
に

第
2
3
条

か
ら

第
2
6
条

ま
で

の
規

定
は

適
用

除
外

）
」

に
改
め
る。

別
冊
の
６
Ａ
ｂ
中「

相
当

の
」

を
削
る。

別
冊
の
６
Ｂ
ｂ
中「

電
子

的
方

式
等

で
作

ら
れ

る
記

録
」

を「
電

磁
的

記
録

」

に
改
め
る。
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別
冊
の
６
Ｃ
の
見
出
し
中「

確
保

」

を「
確

保
等

」

に
改
め

同
Ｃ
中「

最
新

の
内

容
に

保
つ

」

の
右
に「

と
と

も
に

、
利

、

用
す

る
必

要
が

な
く

な
っ

た
と

き
は

、
当

該
個

人
デ

ー
タ

を
遅

滞
な

く
消

去
す

る
」

を
加
え
る。

別
冊
の
６
Ｄ
の
見
出
し
中「

第
1
7
条

」

を「
第

1
7
条

第
１

項
」

に
改
め
る。

別
冊
の
６
Ｅ
の
見
出
し
中「

第
2
4
条

」

を「
第

2
7
条

」

に

「
第

５
条

」

を「
第

８
条

」

に
改
め

同
Ｅ
ａ
中「

利
用

停
止

、

、

等
の

求
め

」

を「
利

用
停

止
等

の
請

求
」

に

「
第

５
条

」

を「
第

８
条

」

に
改
め
る。

、

別
冊
の
６
Ｆ
の
見
出
し
中「

第
2
5
条

」

を「
第

2
8
条

」

に

「
第

６
条

」

を「
第

９
条

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
の
見
出
し
中「

、

、

第
３

項
」

を「
第

４
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
中「

ａ
の

本
文

」

を「
ｂ

の
本

文
」

に

「
ａ

の
規

定
」

を「
ａ

及
び

ｂ
の

規
定

、

、

」

に
改
め

同
Ｆ
ｃ
を
同
Ｆ
ｄ
と
し

同
Ｆ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
２

項
」

を「
第

３
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求

、

、

、

め
ら

れ
た

」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に
改
め

「
し

た
と

き
」

の
右
に「

、
又

は
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

、

と
き

」

を
加
え

同
Ｆ
ｂ
を
同
Ｆ
ｃ
と
し

同
Ｆ
ａ
の
見
出
し
中「

第
１

項
」

を「
第

２
項

」

に
改
め

同
Ｆ
ａ
中「

本
人

か

、

、

、

ら
、

当
該

本
人

が
識

別
さ

れ
る

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

開
示

（
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

と
き

に
そ

の
旨

を
知

ら
せ

る
こ

と
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

」

に

「
第

、

６
条

」

を「
第

９
条

」

に
改
め

同
Ｆ
ａ
を
同
Ｆ
ｂ
と
し

同
Ｆ
に
同
Ｆ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

、

、
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ａ
開

示
の

請
求

（
第

１
項

）

本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

別
冊
の
６
Ｇ
の
見
出
し
中「

第
2
6
条

」

を「
第

2
9
条

」

に
改
め

同
Ｇ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
２

項
」

を「
第

３
項

」

に
改
め

、

同
Ｇ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求
め

ら
れ

た
」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に
改
め

同
Ｇ
ｂ
を
同
Ｇ
ｃ
と
し

同
Ｇ
ａ
の
見
出
し

、

、

、

中「
第

１
項

」

を「
第

２
項

」
に
改
め

同
Ｇ
ａ
中「

本
人

か
ら

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
内

容
が

事

、
実

で
な

い
と

い
う

理
由

に
よ

っ
て

当
該

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

内
容

の
訂

正
、

追
加

又
は

削
除

（
以

下
ａ

及
び

ｂ
に

お
い

て
「

訂

正
等

」
と

い
う

。
）

を
求

め
ら

れ
た

」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

」

に
改
め

同
Ｇ
ａ
を
同
Ｇ
ｂ
と
し

同
Ｇ
に

、

、

同
Ｇ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

ａ
訂

正
等

の
請

求
（

第
１

項
）

本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
内

容
が

事
実

で
な

い
と

き

は
、

当
該

保
有

個
人

デ
ー

タ
の

内
容

の
訂

正
、

追
加

又
は

削
除

（
以

下
Ｇ

に
お

い
て

「
訂

正
等

」
と

い
う

。
）

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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別
冊
の
６
Ｈ
の
見
出
し
中「

第
2
7
条

」

を「
第

3
0
条

」

に
改
め

同
Ｈ
ｂ
の
見
出
し
中「

第
３

項
」

を「
第

５
項

」

に
改
め

、

同
Ｈ
ｂ
中「

に
基

づ
き

求
め

ら
れ

た
」

を「
に

よ
る

請
求

に
係

る
」

に

「
個

人
情

報
保

護
法

第
2
7
条

第
２

項
」

を「
４

（

、

、

第
三

者
提

供
の

停
止

に
関

す
る

取
扱

い
）

」

に
改
め

同
Ｈ
ｂ
を
同
Ｈ
ｃ
と
し

同
Ｈ
ａ
の
見
出
し
中「

第
１

項
」

を「
第

２

、

、

項
」

と
し

同
Ｈ
ａ
中「

本
人

か
ら

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
１

－
⑴

１
Ｂ

（
利

用
目

的
を

超
え

た
個

、

人
番

号
の

利
用

禁
止

）
の

規
定

に
違

反
し

て
取

り
扱

わ
れ

て
い

る
と

い
う

理
由

又
は

Ｄ
の

規
定

に
違

反
し

て
取

得
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
と

い
う

理
由

に
よ

っ
て

、
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
利

用
の

停
止

又
は

消
去

（
以

下
ａ

及
び

ｂ
に

お
い

て
「

利
用

停
止

等
」

と
い

う
。

）
を

求
め

ら
れ

た
場

合
で

あ
っ

て
、

そ
の

求
め

」

を「
ａ

の
規

定
に

よ
る

請
求

を
受

け
た

場
合

で
あ

っ
て

、
そ

の
請

求
」

に
改
め

同
Ｈ
ａ
を
同
Ｈ
ｂ
と
し

同
Ｈ
に
同
Ｈ
ａ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る。

、

、

ａ
利

用
停

止
等

の
請

求
（

第
１

項
）

本
人

は
、

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
に

対
し

、
当

該
本

人
が

識
別

さ
れ

る
保

有
個

人
デ

ー
タ

が
１

－
⑴

１
Ｂ

（
利

用
目

的

を
超

え
た

個
人

番
号

の
利

用
禁

止
）

の
規

定
に

違
反

し
て

取
り

扱
わ

れ
て

い
る

と
き

又
は

Ｄ
の

規
定

に
違

反
し

て
取

得
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
保

有
個

人
デ

ー
タ

の
利

用
の

停
止

又
は

消
去

（
以

下
Ｈ

に
お

い
て

「
利

用
停

止
等

」
と

い
う

。
）

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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別
冊
の
６
Ｉ
の
見
出
し
中「

第
2
8
条

」

を「
第

3
1
条

」

に
改
め

同
Ｉ
中「
、

Ｆ
ｂ

、
Ｇ

ｂ
又

は
Ｈ

ｂ
」

を「
、

Ｆ
ｃ

、
Ｇ

、

ｃ
又

は
Ｈ

ｃ
」

に

「
求

め
ら

れ
た

」

を「
求

め
ら

れ
、

又
は

請
求

さ
れ

た
」

に
改
め
る。

、

別
冊
の
６
Ｊ
の
見
出
し
中「

求
め

」

を「
請

求
等

」

に

「
第

2
9
条

」

を「
第

3
2
条

」

に

「
第

７
条

、
第

８
条

」

を「
第

、

、

1
0
条

、
第

1
1
条

」
に
改
め

同
Ｊ
ａ
の
見
出
し
中「

求
め

」

を「
請

求
」

に
改
め

同
Ｊ
ａ
中「

、
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

又
は

Ｈ
ａ

」

、

、

を「
の

規
定

に
よ

る
求

め
又

は
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

若
し

く
は

Ｈ
ａ

」

に

「
求

め
（

以
下

ａ
か

ら
ｄ

ま
で

」

を「
請

求
（

以
下

Ｊ
及

、

び
個

人
情

報
保

護
法

第
5
3
条

第
１

項
」

に

「
開

示
等

の
求

め
」

を「
開

示
等

の
請

求
等

」

に

「
第

７
条

」

を「
第

1
0
条

」

、

、

に
改
め

「
そ

の
求

め
」

の
右
に「

又
は

請
求

」

を
加
え

同
Ｊ
ｂ
及
び
同
Ｊ
ｃ
中「

開
示

等
の

求
め

」

を「
開

示
等

の
請

求

、

、

等
」

に
改
め

同
Ｊ
ｃ
中「

第
８

条
」

を「
第

1
1
条

」

に
改
め

同
Ｊ
ｄ
中「

開
示

等
の

求
め

」

を「
開

示
等

の
請

求
等

」

に

、

、

改
め
る。

別
冊
の
６
Ｋ
の
見
出
し
中「

第
3
0
条

」

を「
第

3
3
条

」
に
改
め

同
Ｋ
ａ
中「

又
は

Ｆ
ａ

」

を「
を

求
め

ら
れ

た
と

き
、

又

、
は

Ｆ
ａ

」

に

「
を

求
め

ら
れ

た
」

を「
の

請
求

を
受

け
た

」
に
改
め
る。

、

別
冊
の
６
Ｌ
の
見
出
し
中「

第
3
1
条

」

を「
第

3
5
条

」

に
改
め

６
Ｌ
を
６
Ｍ
と
し

６
Ｋ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る。

、

、

Ｌ
事

前
の

請
求

（
個

人
情

報
保

護
法

第
3
4
条

）
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ａ
事

前
の

請
求

（
第

１
項

）

本
人

は
、

Ｆ
ａ

、
Ｇ

ａ
又

は
Ｈ

ａ
若

し
く

は
４

（
第

三
者

提
供

の
停

止
に

関
す

る
取

扱
い

）
の

規
定

に
よ

る
請

求
に

係

る
訴

え
を

提
起

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

そ
の

訴
え

の
被

告
と

な
る

べ
き

者
に

対
し

、
あ

ら
か

じ
め

、
当

該
請

求
を

行
い

、
か

つ
、

そ
の

到
達

し
た

日
か

ら
２

週
間

を
経

過
し

た
後

で
な

け
れ

ば
、

そ
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
た

だ
し

、
当

該
訴

え
の

被
告

と
な

る
べ

き
者

が
そ

の
請

求
を

拒
ん

だ
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。

ｂ
み

な
す

規
定

（
第

２
項

）

ａ
の

請
求

は
、

そ
の

請
求

が
通

常
到

達
す

べ
き

で
あ

っ
た

時
に

、
到

達
し

た
も

の
と

み
な

す
。

ｃ
仮

処
分

命
令

の
申

立
て

に
つ

い
て

の
準

用
（

第
３

項
）

ａ
及

び
ｂ

の
規

定
は

、
Ｆ

ａ
、

Ｇ
ａ

又
は

Ｈ
ａ

若
し

く
は

４
（

第
三

者
提

供
の

停
止

に
関

す
る

取
扱

い
）

の
規

定
に

よ

る
請

求
に

係
る

仮
処

分
命

令
の

申
立

て
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
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